
計
、
中
電
技
術
コ
ン
サ
ル

計
、
中
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
浪
速
技
研
コ
ン
サ

ン
ト
、
浪
速
技
研
コ
ン
サ
ル

タ
ン
タ
ン
ト

　
「
西
部
水
資
源
再
生
セ

「
西
部
水
資
源
再
生
セ
ン

タ
ー
反
応
タ
ン
ク
設
備

タ
ー
反
応
タ
ン
ク
設
備
」

工
事
場
所
＝
西
区
扇

　
工
事
場
所
＝
西
区
扇
１
丁

目
工
事
概
要
＝
反
応
タ
ン

　
工
事
概
要
＝
反
応
タ
ン
ク

設
備
の
長
寿
命
化
対
策

設
備
の
長
寿
命
化
対
策
工

事
、
包
括
固
定
化
担
体
一

事
、
包
括
固
定
化
担
体
一
式

（
担
体
量

（
担
体
量
３
６
３
６
０
弱
×
２
×
２
池
）
池
）

０
０
０
０
ｍ
以
上
の
下
水
道
本

ｍ
以
上
の
下
水
道
本
管

管
更
生
を
施
工
し
た
工
事

管
更
生
を
施
工
し
た
工
事
の

施
工
実
績
―
な

施
工
実
績
―
な
ど

工
期
＝

　
工
期
＝
３
８
０

３
８
０
日
間

設
計
＝
ケ
イ
エ
ム
調
査

　
設
計
＝
ケ
イ
エ
ム
調
査
設

定
さ
れ
、
Ｂ
は
市
内
に
本

定
さ
れ
、
Ｂ
は
市
内
に
本
店

か
支
店
、
Ａ
は
本
店
を
有

か
支
店
、
Ａ
は
本
店
を
有
す

る
こ
と
。

る
こ
と
。
２
０
０
９

２
０
０
９
年
度
年
度
以

降
に
元
請
と
し
て
完
成
・

降
に
元
請
と
し
て
完
成
・
引

き
渡
し
が
完
了
し
た
延
長

き
渡
し
が
完
了
し
た
延
長
２

広
島
市

　
広
島
市
は
　
日
、
「
安

日
、
「
安
佐

1212

地
区
下
水
道
改
築

地
区
下
水
道
改
築
６
―
　
号
3131

工
事
」
と
「
西
部
水
資
源

工
事
」
と
「
西
部
水
資
源
再

生
セ
ン
タ
ー
反
応
タ
ン
ク

生
セ
ン
タ
ー
反
応
タ
ン
ク
設

備
工
事
」
を
総
合
評
価
方

備
工
事
」
を
総
合
評
価
方
式

の
入
札
後
資
格
確
認
型
一

の
入
札
後
資
格
確
認
型
一
般

競
争
入
札
で
公
告
し
た
。

競
争
入
札
で
公
告
し
た
。
と

も
に
低
入
札
価
格
調
査
制

も
に
低
入
札
価
格
調
査
制
度

の
対
象
工
事
と
し
て
調
査

の
対
象
工
事
と
し
て
調
査
基

準
価
格
を
設
定
。
入
札
書

準
価
格
を
設
定
。
入
札
書
は

８
月
２
日
と
日
と
５
日
に
受
け

日
に
受
け
付

け
、
け
、
７
日
に
開
札
す
る

日
に
開
札
す
る
。

　
「
安
佐
地
区
下
水
道
改

「
安
佐
地
区
下
水
道
改
築

6
―
ɹ
号
」

31
工
事
場
所
＝
安
佐
北
区

　
工
事
場
所
＝
安
佐
北
区
あ

さ
ひ
が
丘

さ
ひ
が
丘
３
丁
目
ほ
か

丁
目
ほ
か
６
町

工
事
概
要
＝
公
共
下
水

　
工
事
概
要
＝
公
共
下
水
道

管
渠
改
築
工
事
・
管
渠
更

管
渠
改
築
工
事
・
管
渠
更
生

工
法
（
内
径

工
法
（
内
径
２
５
２
５
０
勺
）
延
）
延

長
約
長
約
１
６
０
０

１
６
０
０
ｍ

参
加
資
格
＝
土
木
一
式

　
参
加
資
格
＝
土
木
一
式
工

事
の
Ｂ
ま
た
は
Ａ
等
級
に

事
の
Ｂ
ま
た
は
Ａ
等
級
に
認

広島市

「
安
佐
地
区
築
造
6
―
㮇
号
」な
ど
2
件

31

88
月月
22
日
と
日
と
55
日
に
入
札
書

日
に
入
札
書

参
加
資
格
＝
市
内
に
本

　
参
加
資
格
＝
市
内
に
本
社

を
有
す
る
土
木
一
式
工
事

を
有
す
る
土
木
一
式
工
事
Ｃ

等
級
―
な

等
級
―
な
ど

工
事
場
所
＝
南
中

　
工
事
場
所
＝
南
中
川

工
事
概
要
＝
延

　
工
事
概
要
＝
延
長
　
ｍ
。
ｍ
。

2020

自
由
勾
配
側
溝

自
由
勾
配
側
溝
６
０
０
×

６
０
０
×
１

３
０
０

３
０
０
（
Ｌ
（
Ｌ
８
ｍ
）
、

ｍ
）
、
６
０
６
０
０

×
１
４
０
０

×
１
４
０
０
（
Ｌ
　
ｍ
）
ｍ
）

1212

工
期
＝

　
工
期
＝
２
０
２
５

２
０
２
５
年
２
月

７
日

７
月
　

日
ま
で
受
け
付

日
ま
で
受
け
付
け

1717

る
。
設
計
図
書
は

る
。
設
計
図
書
は
７
月
　
日
2222

か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

配
信
す
る
。
入
札
日
は
指

配
信
す
る
。
入
札
日
は
指
名

通
知
書
に
記
載
す
る

通
知
書
に
記
載
す
る
。

山
陽
小
野
田
市

　
山
陽
小
野
田
市
は
　
日
、
日
、

1212

簡
易
公
募
型
指
名
競
争
入

簡
易
公
募
型
指
名
競
争
入
札

で
「
市
道
南
中
川
千
代
町

で
「
市
道
南
中
川
千
代
町
線

通
学
路
安
全
対
策
工
事
」

通
学
路
安
全
対
策
工
事
」
を

公
告
し
た
。
申
請
書
な
ど

公
告
し
た
。
申
請
書
な
ど
は

申
請
書
受
付
は
㮇
日
ま
で

17

山陽小野田市

 

通
学
路
安
全
対
策

南

中

川

千
代
町
線

路
工
事
の
元
請
施
工
実
績

路
工
事
の
元
請
施
工
実
績
を

有
す
る
こ
と
―
な

有
す
る
こ
と
―
な
ど

工
事
場
所
＝
山
県
郡
安

　
工
事
場
所
＝
山
県
郡
安
芸

太
田
町
加

太
田
町
加
計

工
事
概
要
＝
延

　
工
事
概
要
＝
延
長
　
・
２

6262

ｍ
、
モ
ル
タ
ル
吹
付

ｍ
、
モ
ル
タ
ル
吹
付
１
２
１
２
２

釈
、
吹
付
法
枠
工

、
吹
付
法
枠
工
９
５
９
５
１

釈
、
鉄
筋
挿
入
工

、
鉄
筋
挿
入
工
２
８
６

２
８
６
本

工
期

　
工
期
＝
　
年
３
月
　
日

2525

1919

予
定
価
格
＝
事
後
公

　
予
定
価
格
＝
事
後
公
表

る
営
業
所
。
同
業
種
の
年

る
営
業
所
。
同
業
種
の
年
間

平
均
完
工
高
が

平
均
完
工
高
が
２
億
円
億
円
以

上
。
上
。
２
０
０
９

２
０
０
９
年
度
以
降

年
度
以
降
に

県
内
で
法
面
処
理
工
事
に

県
内
で
法
面
処
理
工
事
に
よ

る
道
路
改
良
工
事
ま
た
は

る
道
路
改
良
工
事
ま
た
は
道

数
は
　
点
。

50
参
加
資
格
な
ど
は
次
の

　
参
加
資
格
な
ど
は
次
の
通

り
。参

加
資
格
＝
法
面
処
理

　
参
加
資
格
＝
法
面
処
理
工

事
の
Ａ
等
級
。
県
内
に
主

事
の
Ａ
等
級
。
県
内
に
主
た

広
島
県
西
部
建
設
事
務

　
広
島
県
西
部
建
設
事
務
所

安
芸
太
田
支
所

安
芸
太
田
支
所
は
　
日
、
総

日
、
総

1111

合
評
価
落
札
方
式
（
実
績

合
評
価
落
札
方
式
（
実
績
評

価
１
型
）
の
一
般
競
争
入

型
）
の
一
般
競
争
入
札

で
「
一
般
国
道

で
「
一
般
国
道
４
３
３

４
３
３
号
道

路
災
害
防
除
工
事
（
加
計

路
災
害
防
除
工
事
（
加
計
工

区
・
区
・
２
工
区
）
」
を
公
告

工
区
）
」
を
公
告
し

た
。　

・
　

日
で
入
札
書

日
で
入
札
書
を

3030

3131

受
け
付
け
、

受
け
付
け
、
８
月
１
日
に
日
に
開

札
す
る
。
加
算
点
の
最
高

札
す
る
。
加
算
点
の
最
高
点

西部建設
安芸太田

国
道
㮇
号
災
害
防
除（
加
計
工
区
）

443333433

按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按

入
札
書
受
付

～

入
札
書
受
付
㮇
～
㮇
日日

3030

3131

７
月
　
日
か
ら

日
か
ら
８
月
５
日
ま

2525

で
の
期
間
で
受
け
付
け
翌

で
の
期
間
で
受
け
付
け
翌
６

日
に
開
札
す
る
。
落
札
決

日
に
開
札
す
る
。
落
札
決
定

に
は
、
総
合
評
価
方
式
（

に
は
、
総
合
評
価
方
式
（
簡

易
評
価
型
）
を
採
用
す
る

易
評
価
型
）
を
採
用
す
る
。

工
事
の
参
加
資
格
、
概

　
工
事
の
参
加
資
格
、
概
要

等
は
次
の
通
り

等
は
次
の
通
り
。

参
加
資
格
＝
県
内
業
者

　
参
加
資
格
＝
県
内
業
者
で

土
木
一
般
Ａ
級
の
県
内
業

土
木
一
般
Ａ
級
の
県
内
業
者

―
な
―
な
ど

工
事
内
容
＝
復
旧
延
長

　
工
事
内
容
＝
復
旧
延
長
２

９
９
９
９
・
７
ｍ
（
左
岸

ｍ
（
左
岸
２
９

９
・
７
ｍ
、
右
岸

ｍ
、
右
岸
１
１
８

１
１
８
・

１
ｍ
）
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ｍ
）
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
張
工

ロ
ッ
ク
張
工
７
６
７
６
１
釈
、
根
、
根

固
め
ブ
ロ
ッ
ク

固
め
ブ
ロ
ッ
ク
２
０
２

２
０
２
個
、

帯
工
帯
工
３
基

工
事
場
所
＝
東
伯
郡
三

　
工
事
場
所
＝
東
伯
郡
三
朝

町
福
町
福
田

工
期
＝

　
工
期
＝
２
０
２
５

２
０
２
５
年
３
月

　
日
14

予
定
価
格
＝

　
予
定
価
格
＝
１
億
６
０
６
０
４

０
万
２
０
０
０

２
０
０
０
円

鳥
取
県
中
部
総
合
事
務

　
鳥
取
県
中
部
総
合
事
務
所

は
　
日
、
制
限
付
一
般
競

日
、
制
限
付
一
般
競
争

1010
入
札
で
「
加
茂
川
河
川
災

入
札
で
「
加
茂
川
河
川
災
害

復
旧
工
事
（

復
旧
工
事
（
５
年
災
年
災
２
９
２
９
３

号
）
」
を
公
告
し
た

号
）
」
を
公
告
し
た
。

入
札
書
な
ど
必
要
書
類

　
入
札
書
な
ど
必
要
書
類
を

　
釈
、
帯
、
帯
工
　
カ
所
、
工

カ
所
、
工
事

7676

1414

用
道
路

用
道
路
１
５
７

１
５
７
・
４
ｍ

工
事
場
所
＝
鳥
取
市
河

　
工
事
場
所
＝
鳥
取
市
河
原

町
神
町
神
馬

工
期
＝

　
工
期
＝
２
０
２
５

２
０
２
５
年
３
月

　
日
14

予
定
価
格
＝

　
予
定
価
格
＝
１
億
２
９
２
９
３

６
万
１
０
０
０

１
０
０
０
円

旧
延
旧
延
長
　
・
６
ｍ
、
コ
ン

ｍ
、
コ
ン
ク

7171

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
工

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
３
８

７
釈
、
大
型
ブ
ロ
ッ
ク
積

、
大
型
ブ
ロ
ッ
ク
積
工

ク
積
工

ク
積
工
１
９
１
９
９
釈
、
帯
工

、
帯
工
６

カ
所
、
工
事
用
道
路

カ
所
、
工
事
用
道
路
１
７

６
・
０
ｍ
【
ｍ
【
３
２
３

３
２
３
号
】
号
】
復

鳥
取
県
鳥
取
県
土
整
備

　
鳥
取
県
鳥
取
県
土
整
備
事

務
所
務
所
は
　
日
、
制
限
付
一

日
、
制
限
付
一
般

1010

競
争
入
札
で
「
神
馬
川
砂

競
争
入
札
で
「
神
馬
川
砂
防

災
害
復
旧
工
事
（
Ｒ

災
害
復
旧
工
事
（
Ｒ
５
年
災

３
２
２

３
２
２
号
及
び

号
及
び
３
２
３

３
２
３
号
）
号
）
」

を
公
告
し
た

を
公
告
し
た
。

入
札
書
な
ど
参
加
書
類

　
入
札
書
な
ど
参
加
書
類
を

７
月
　
日
か
日
か
ら
　
日
の
期

日
の
期
間

2525

2929

で
受
け
付
け

で
受
け
付
け
翌
　
日
に
開
札

日
に
開
札

3030

す
る
。
総
合
評
価
方
式
（

す
る
。
総
合
評
価
方
式
（
簡

易
評
価
型
）
で
落
札
者
を

易
評
価
型
）
で
落
札
者
を
決

め
る
め
る
。

工
事
の
参
加
資
格
、
概

　
工
事
の
参
加
資
格
、
概
要

等
は
次
の
通
り

等
は
次
の
通
り
。

参
加
資
格
＝
土
木
一
般

　
参
加
資
格
＝
土
木
一
般
Ａ

級
の
県
内
業
者
―
な

級
の
県
内
業
者
―
な
ど

工
事
内
容
＝
【

　
工
事
内
容
＝
【
３
２
３
２
２

号
】
復
旧
延

号
】
復
旧
延
長
　
・
０
ｍ
、
ｍ
、

7171

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積

工
２
４
２
４
４
釈
、
大
型
ブ
ロ

、
大
型
ブ
ロ
ッ

け
付
け
る
。
下
見
積
書
は

け
付
け
る
。
下
見
積
書
は
８

月
９
日
ま
で
、
入
札
書
は

日
ま
で
、
入
札
書
は
同

　
日
ま
で
求
め
、
開
札
は

日
ま
で
求
め
、
開
札
は
９

3030月
２
日
に
行
う
。
入
札
担

日
に
行
う
。
入
札
担
当

は
日
本
郵
政
建
築
中
四
国

は
日
本
郵
政
建
築
中
四
国
支

社
業
務
部
計
画
・
契
約
担
当

社
業
務
部
計
画
・
契
約
担
当
。

工
事
場
所
は
広
島
県
東

　
工
事
場
所
は
広
島
県
東
広

島
市
高
屋
町
中
島

島
市
高
屋
町
中
島
４
５
６

４
５
６
―

５
ほ
か
　
カ
所
。
建
物
内

カ
所
。
建
物
内
外

1717

壁
の
塗
装
替
え
及
び
仕
上

壁
の
塗
装
替
え
及
び
仕
上
塗

材
の
吹
付
け
替
え
を
主
と

材
の
吹
付
け
替
え
を
主
と
し

た
工
事
内
容
で
、
工
期
は

た
工
事
内
容
で
、
工
期
は
２

０
２
５

０
２
５
年
３
月
　
日
ま
で
。

日
ま
で
。

1414

参
加
資
格
は
、
建
設
業

　
参
加
資
格
は
、
建
設
業
法

に
定
め
る
建
設
工
事
に
係

に
定
め
る
建
設
工
事
に
係
る

総
合
評
定
値
の
通
知
を
受

総
合
評
定
値
の
通
知
を
受
け

て
い
る
単
体
企
業
で
工
事

て
い
る
単
体
企
業
で
工
事
種

別
が
建
築
一
式
（
総
合
評

別
が
建
築
一
式
（
総
合
評
定

値
９
０
０

９
０
０
点
以
上
）
で
あ

点
以
上
）
で
あ
る

こ
と
―
な
ど

こ
と
―
な
ど
。

日
本
郵
便
中
国
支
社

　
日
本
郵
便
中
国
支
社
は
　1010

日
、
一
般
競
争
（
郵
便
入
札

日
、
一
般
競
争
（
郵
便
入
札
）

で
「
西
高
屋
駅
前
郵
便
局

で
「
西
高
屋
駅
前
郵
便
局
ほ

か
　

箇
所
内
外
壁
塗
装

箇
所
内
外
壁
塗
装
工

1717
事
」
を
公
告
し
た
。
申
込

事
」
を
公
告
し
た
。
申
込
書

や
資
料
は

や
資
料
は
７
月
　
日
ま
で
受

日
ま
で
受

2525

管
建
設

管
建
設
」

参
加
資
格
＝

　
参
加
資
格
＝
２
社
ま
た

社
ま
た
は

３
社
構
成
の
Ｊ
Ｖ
（
出
資

社
構
成
の
Ｊ
Ｖ
（
出
資
比

率
は
率
は
２
社
の
場

社
の
場
合
　

％
以
％
以

3030

上
、
上
、
３
社
の
場

社
の
場
合
　

％
以
％
以

2020

上
）
と
し
、
Ｊ
Ｖ
の
代
表

上
）
と
し
、
Ｊ
Ｖ
の
代
表
構

成
員
は
特
定
建
設
業
者
で

成
員
は
特
定
建
設
業
者
で
あ

る
こ
と
。
い
ず
れ
も
が
萩

る
こ
と
。
い
ず
れ
も
が
萩
市

に
本
店
を
有
す
る
市
指
定

に
本
店
を
有
す
る
市
指
定
給

水
工
事
事
業
者
で
、
最
新

水
工
事
事
業
者
で
、
最
新
の

総
合
評
定
値
が
水
道
施
設

総
合
評
定
値
が
水
道
施
設
工

事
６
０
０

６
０
０
点
以
上
。
過

点
以
上
。
過
去
　1010

年
以
内
に
、
元
請
ま
た
は

年
以
内
に
、
元
請
ま
た
は
Ｊ

Ｖ
（
出
資
比

Ｖ
（
出
資
比
率
　
％
以
上
）

％
以
上
）

3030

と
し
て
萩
市
が
発
注
し
た

と
し
て
萩
市
が
発
注
し
た
水

道
管
（
導
水
管
、
送
水
管

道
管
（
導
水
管
、
送
水
管
ま

た
は
配
水
管
）
布
設
工
事

た
は
配
水
管
）
布
設
工
事
の

施
工
実
績
を
有
す
る
。
配

施
工
実
績
を
有
す
る
。
配
水

管
技
能
者
登
録
証
「
大

管
技
能
者
登
録
証
「
大
口

径
」
を
持
つ
技
術
者
を

径
」
を
持
つ
技
術
者
を
１
人

以
上
配
置
―
な
ど

以
上
配
置
―
な
ど
。

工
事
場
所
＝

　
工
事
場
所
＝
同

工
事
概
要
＝
中
津
江
配

　
工
事
概
要
＝
中
津
江
配
水

池
建
設
に
伴
う
、
施
設
場

池
建
設
に
伴
う
、
施
設
場
内

及
び
施
設
へ
の
取
付
道
路

及
び
施
設
へ
の
取
付
道
路
内

持
つ
技
術
者
を
各

持
つ
技
術
者
を
各
１
人
以
人
以
上

配
置
―
な
ど

配
置
―
な
ど
。

工
事
場
所
＝
椿
東
地

　
工
事
場
所
＝
椿
東
地
内

工
事
概
要
＝
新
中
津
江

　
工
事
概
要
＝
新
中
津
江
配

水
池
建
設
に
伴
う
基
幹
管

水
池
建
設
に
伴
う
基
幹
管
路

工
事
。
布
設
延
長
Ｌ

工
事
。
布
設
延
長
Ｌ
１
０
１
０
３

３
・
４
ｍ
、
配
水
管
Ｄ
Ｉ

ｍ
、
配
水
管
Ｄ
Ｉ
Ｐ

―
Ｇ
Ｘ
φ

―
Ｇ
Ｘ
φ
３
５
０

３
５
０
Ｌ
４
８

７
・
６
ｍ
、
配
水
管
Ｄ
Ｉ

ｍ
、
配
水
管
Ｄ
Ｉ
Ｐ

―
Ｇ
Ｘ
φ

―
Ｇ
Ｘ
φ
３
５
０

３
５
０
Ｌ
４
３

０
・
４
ｍ
（
夜
間
施
工
）
、

ｍ
（
夜
間
施
工
）
、
排

泥
菅
Ｄ
Ｉ
Ｐ
―
Ｇ
Ｘ
φ

泥
菅
Ｄ
Ｉ
Ｐ
―
Ｇ
Ｘ
φ
１
５

０
Ｌ
　
・
５
ｍ
、
配
水
管

ｍ
、
配
水
管
Ｈ

1919

Ｐ
Ｐ
Ｅ

Ｐ
Ｐ
Ｅ
φ
　
Ｌ
　
・
５
ｍ
、

7575

6161

仮
設
管
Ｐ
Ｐ

仮
設
管
Ｐ
Ｐ
φ
　
Ｌ
　
・
４

4040

3434

ｍ
、
小
口
径
推
進
工
（
φ

ｍ
、
小
口
径
推
進
工
（
φ
６

０
０
０
０
）
Ｌ
　
・
５
ｍ
、
小

ｍ
、
小
口

1212

径
推
進
工
（
φ

径
推
進
工
（
φ
６
０
０

６
０
０
）
Ｌ

９
・
７
ｍ
、
給
水
管
（
移
設

ｍ
、
給
水
管
（
移
設
）

　
戸
、
舗
装
工
Ａ

戸
、
舗
装
工
Ａ
２
９
４

２
９
４
３

7575釈
工
期

　
工
期
＝
２
０
２

２
０
２
６
年
２
月

下
旬
　
「
中
津
江
配
水
池
建
設

「
中
津
江
配
水
池
建
設
に

伴
う
場
内
・
取
付
道
路
内

伴
う
場
内
・
取
付
道
路
内
配

総
合
評
定
値
が
水
道
施
設

総
合
評
定
値
が
水
道
施
設
工

事
６
０
０

６
０
０
点
以
上
。
過

点
以
上
。
過
去
　1010

年
以
内
に
、
元
請
ま
た
は

年
以
内
に
、
元
請
ま
た
は
Ｊ

Ｖ
（
出
資
比

Ｖ
（
出
資
比
率
　
％
以
上
）

％
以
上
）

3030

と
し
て
萩
市
が
発
注
し
た

と
し
て
萩
市
が
発
注
し
た
水

道
管
（
導
水
管
、
送
水
管

道
管
（
導
水
管
、
送
水
管
ま

た
は
配
水
管
）
布
設
工
事

た
は
配
水
管
）
布
設
工
事
の

施
工
実
績
を
有
す
る
。
配

施
工
実
績
を
有
す
る
。
配
水

管
技
能
者
登
録
証
「
耐
震

管
技
能
者
登
録
証
「
耐
震
」

お
よ
び
水
道
配
水
用
ポ
リ

お
よ
び
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
管
講
習
受
講
済
証

チ
レ
ン
管
講
習
受
講
済
証
を

　
「
上
野
地
区
外
基
幹
管

「
上
野
地
区
外
基
幹
管
路

布
設
布
設
」

参
加
資
格
＝

　
参
加
資
格
＝
２
社
ま
た

社
ま
た
は

３
社
構
成
の
Ｊ
Ｖ
（
出
資

社
構
成
の
Ｊ
Ｖ
（
出
資
比

率
は
率
は
２
社
の
場

社
の
場
合
　

％
以
％
以

3030

上
、
上
、
３
社
の
場

社
の
場
合
　

％
以
％
以

2020

上
）
と
し
、
Ｊ
Ｖ
の
代
表

上
）
と
し
、
Ｊ
Ｖ
の
代
表
構

成
員
は
特
定
建
設
業
者
で

成
員
は
特
定
建
設
業
者
で
あ

る
こ
と
。
い
ず
れ
も
が
萩

る
こ
と
。
い
ず
れ
も
が
萩
市

に
本
店
を
有
す
る
市
指
定

に
本
店
を
有
す
る
市
指
定
給

水
工
事
事
業
者
で
、
最
新

水
工
事
事
業
者
で
、
最
新
の

萩
市
は
、
条
件
付
一
般

　
萩
市
は
、
条
件
付
一
般
競

争
入
札
（
紙
入
札
）
で
「

争
入
札
（
紙
入
札
）
で
「
上

野
地
区
外
基
幹
管
路
布
設

野
地
区
外
基
幹
管
路
布
設
工

事
」
な
ど

事
」
な
ど
３
件
を
公
告

件
を
公
告
し

た
。
参
加
資
格
確
認
申
請

た
。
参
加
資
格
確
認
申
請
書

な
ど
は

な
ど
は
７
月
　
日
ま
で
契

日
ま
で
契
約

1919

監
理
課
で
受
け
付
け
る
。

監
理
課
で
受
け
付
け
る
。
入

札
は
札
は
８
月
　
日
午
前

日
午
前
　
時
よ
時
よ

2323

1010

り
順
次
実
施
。

り
順
次
実
施
。　

参
加
資
格
な
ど
は
次
の

　
参
加
資
格
な
ど
は
次
の
通

り
。 萩 市

申
請
書
㮇
日
ま
で
受
付

19

上
野
基
幹
管
路
布
設
な
ど
3
件

（
職
員
室
、
校
長
室
、
保

（
職
員
室
、
校
長
室
、
保
健

室
、
外
国
語
教
室
、
図
書
室

室
、
外
国
語
教
室
、
図
書
室
、

特
別
活
動
室
）
、
華
城
小

特
別
活
動
室
）
、
華
城
小
学

校
９
組
（
保
健
室
、
校
長
室

組
（
保
健
室
、
校
長
室
、

職
員
室
、
事
務
室
、
図
書
室

職
員
室
、
事
務
室
、
図
書
室
、

音
楽
室

音
楽
室
）

工
期
＝

　
工
期
＝
１
２
０

１
２
０
日
間

※
週
休

　
※
週
休
２
日
（
受
注
者

日
（
受
注
者
希

望
型
望
型
）

　
「
河
内
大
橋
外
橋
梁
補

「
河
内
大
橋
外
橋
梁
補
修

設
計
業
務

設
計
業
務
」

参
加
資
格
＝
市
内
、
準

　
参
加
資
格
＝
市
内
、
準
市

内
の
土
木
関
係
建
設
コ
ン

内
の
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
認
定
業

ル
タ
ン
ト
業
務
認
定
業
者

で
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

で
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

登
録
規
程
の
鋼
構
造
及
び

登
録
規
程
の
鋼
構
造
及
び
コ

ン
ク
リ
ー
ト
部
門
登
録
業

ン
ク
リ
ー
ト
部
門
登
録
業
者

―
な
―
な
ど

業
務
場
所
＝
台

　
業
務
場
所
＝
台
道

業
務
概
要
＝
橋
梁
補
修

　
業
務
概
要
＝
橋
梁
補
修
設

計
５
橋

履
行
期
間
＝

　
履
行
期
間
＝
１
８
０

１
８
０
日
間

図
書
室
、
音
楽
室
）
、
右
田

図
書
室
、
音
楽
室
）
、
右
田
中

学
校
　
組
（
保
健
室
、
校

組
（
保
健
室
、
校
長

1212

室
、
職
員
室
、
事
務
室
、

室
、
職
員
室
、
事
務
室
、
図

書
室
、
音
楽
室
、
コ
ン
ピ

書
室
、
音
楽
室
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
室

ー
タ
室
）

工
期
＝

　
工
期
＝
１
２
０

１
２
０
日
間

※
週
休

　
※
週
休
２
日
（
受
注
者

日
（
受
注
者
希

望
型
望
型
）

　
「
防
府
市
立
向
島
小
・

「
防
府
市
立
向
島
小
・
華

城
小
学
校
空
調
設
備
更
新

城
小
学
校
空
調
設
備
更
新
」

参
加
資
格
＝
市
内
建
設

　
参
加
資
格
＝
市
内
建
設
業

者
で
管
工
事
Ａ
等
級
―
な

者
で
管
工
事
Ａ
等
級
―
な
ど

工
事
場
所
＝
向
島
ほ

　
工
事
場
所
＝
向
島
ほ
か

工
事
概
要
＝
老
朽
化
し

　
工
事
概
要
＝
老
朽
化
し
た

空
調
機
器
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ

空
調
機
器
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型

空
調
機
）
更
新
及
び
配
管

空
調
機
）
更
新
及
び
配
管
配

線
工
事
。
向
島
小
学

線
工
事
。
向
島
小
学
校
　
組
1111

造
、
延
床
面
積

造
、
延
床
面
積
９
・
　

釈
）

1515

新
設
工

新
設
工
事

工
期
＝

　
工
期
＝
１
８
０

１
８
０
日
間

※
週
休

　
※
週
休
２
日
（
受
注
者

日
（
受
注
者
希

望
型
望
型
）

　
「
防
府
市
立
松
崎
小
・

「
防
府
市
立
松
崎
小
・
右

田
中
学
校
空
調
設
備
更
新

田
中
学
校
空
調
設
備
更
新
」

参
加
資
格
＝
市
内
建
設

　
参
加
資
格
＝
市
内
建
設
業

者
で
管
工
事
Ａ
等
級
―
な

者
で
管
工
事
Ａ
等
級
―
な
ど

工
事
場
所
＝
東
松
崎
町

　
工
事
場
所
＝
東
松
崎
町
ほ

か
工
事
概
要
＝
老
朽
化
し

　
工
事
概
要
＝
老
朽
化
し
た

空
調
機
器
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ

空
調
機
器
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型

空
調
機
）
更
新
及
び
配
管

空
調
機
）
更
新
及
び
配
管
配

線
工
事
。
松
崎
小
学

線
工
事
。
松
崎
小
学
校
　
組
1313

（
校
長
室
、
職
員
室
、
事

（
校
長
室
、
職
員
室
、
事
務

室
、
保
健
室
、
視
聴
覚
室

室
、
保
健
室
、
視
聴
覚
室
、

防
府
市

　
防
府
市
は
　
日
、
受
注

日
、
受
注
希

1111

望
型
指
名
競
争
入
札
で
「

望
型
指
名
競
争
入
札
で
「
脇

公
園
公
衆
ト
イ
レ
改
築

公
園
公
衆
ト
イ
レ
改
築
工

事
」
な
ど

事
」
な
ど
４
件
を
公
告

件
を
公
告
し

た
。
申
請
書
は

た
。
申
請
書
は
７
月
　
日
、
日
、

2323

入
札
書
を

入
札
書
を
７
月
　
日
、
日
、　

日

2929

3030

で
受
け
付
け
る
。
開
札
は

で
受
け
付
け
る
。
開
札
は
７

月
　
日
。

31公
示
概
要
は
次
の
通
り

　
公
示
概
要
は
次
の
通
り
。

　
「
脇
公
園
公
衆
ト
イ
レ

「
脇
公
園
公
衆
ト
イ
レ
改

築
」参

加
資
格
＝
市
内
建
設

　
参
加
資
格
＝
市
内
建
設
業

者
で
建
築
一
式
工
事
Ｂ
等

者
で
建
築
一
式
工
事
Ｂ
等
級

―
な
―
な
ど

工
事
場
所
＝
富

　
工
事
場
所
＝
富
海

工
事
概
要
＝
既
存
公
衆

　
工
事
概
要
＝
既
存
公
衆
ト

イ
レ
解
体
、
ト
イ
レ
（
Ｒ

イ
レ
解
体
、
ト
イ
レ
（
Ｒ
Ｃ

防府市

申
請
書
㮇
日
ま
で
受
付

23

脇
公
園
公
衆
ト
イ
レ
改
築
な
ど
4
件

つ
い
て
は
、
航
空
業
務
を

つ
い
て
は
、
航
空
業
務
を
引

き
合
い
に
「
さ
ま
ざ
ま
な

き
合
い
に
「
さ
ま
ざ
ま
な
ハ

イ
テ
ク
機
器
が
導
入
さ
れ

イ
テ
ク
機
器
が
導
入
さ
れ
て

い
る
が
、
管
制
官
と
パ
イ

い
る
が
、
管
制
官
と
パ
イ
ロ

ッ
ト
と
の
や
り
取
り
が
基

ッ
ト
と
の
や
り
取
り
が
基
本

で
、
人
間
同
士
が
意
思
疎

で
、
人
間
同
士
が
意
思
疎
通

を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
重

を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
」
と
指
摘
。

な
ポ
イ
ン
ト
」
と
指
摘
。
そ

の
上
で
「
安
全
は
日
々
の

の
上
で
「
安
全
は
日
々
の
積

み
重
ね
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

み
重
ね
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ

ー
に
よ
る
重
大
災
害
撲
滅

ー
に
よ
る
重
大
災
害
撲
滅
の

た
め
、
日
頃
か
ら
意
思
疎

た
め
、
日
頃
か
ら
意
思
疎
通

の
凡
事
徹
底
を
図
っ
て
も

の
凡
事
徹
底
を
図
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
訴
え
た

い
た
い
」
と
訴
え
た
。

基
本
方
針
・
安
全
活
動

　
基
本
方
針
・
安
全
活
動
の

説
明
で
は
、
井
上
伸
孝
住

説
明
で
は
、
井
上
伸
孝
住
建

部
長
が
配
布
資
料
を
基

部
長
が
配
布
資
料
を
基
に

「
広
島
県
に
お
け
る
労
働

「
広
島
県
に
お
け
る
労
働
災

害
発
生
状
況
の
推
移
等
」
、

害
発
生
状
況
の
推
移
等
」
、
昨

年
の
「
職
場
に
お
け
る
熱

年
の
「
職
場
に
お
け
る
熱
中

症
に
よ
る
死
傷
災
害
の
発

症
に
よ
る
死
傷
災
害
の
発
生

状
況
」
を
解
説
。
安
全
講

状
況
」
を
解
説
。
安
全
講
話

で
は
、
建
設
業
労
働
災
害

で
は
、
建
設
業
労
働
災
害
防

止
協
会
の
門
川
真
安
全
管

止
協
会
の
門
川
真
安
全
管
理

士
が
「
後
悔
し
な
い
安
全

士
が
「
後
悔
し
な
い
安
全
管

理
Ⅱ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

理
Ⅱ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。

ら
く
は
こ
の
状
況
は
続
く

ら
く
は
こ
の
状
況
は
続
く
と

思
う
」
と
の
見
解
を
示
す

思
う
」
と
の
見
解
を
示
す
一

方
で
「
人
材
不
足
な
ど
あ

方
で
「
人
材
不
足
な
ど
あ
ら

ゆ
る
問
題
は
あ
る
が
、
新

ゆ
る
問
題
は
あ
る
が
、
新
し

い
商
材
の
Ｐ
Ｒ
や
新
規
市

い
商
材
の
Ｐ
Ｒ
や
新
規
市
場

の
開
拓
、
リ
フ
ォ
ー
ム
・

の
開
拓
、
リ
フ
ォ
ー
ム
・
増

築
・
改
修
需
要
を
全
社
を

築
・
改
修
需
要
を
全
社
を
挙

げ
て
追
求
し
、
工
事
量
を

げ
て
追
求
し
、
工
事
量
を
し

っ
か
り
確
保
し
、
皆
さ
ん

っ
か
り
確
保
し
、
皆
さ
ん
に

活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い

活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
安
全
管
理

と
あ
い
さ
つ
。
安
全
管
理
に

２
・
３
年
、
あ
ら
ゆ
る
物

年
、
あ
ら
ゆ
る
物
が

値
上
が
り
し
、
個
人
消
費

値
上
が
り
し
、
個
人
消
費
の

増
加
に
結
び
つ
い
て
お

増
加
に
結
び
つ
い
て
お
ら

ず
、
住
宅
の
着
工
件
数
に

ず
、
住
宅
の
着
工
件
数
に
つ

い
て
も
全
国
的
な
傾
向
と

い
て
も
全
国
的
な
傾
向
と
し

て
伸
び
悩
ん
で
い
て
、
し

て
伸
び
悩
ん
で
い
て
、
し
ば

ミ
ヤ
ジ
（
尾
道
市
東
尾
道

　
ミ
ヤ
ジ
（
尾
道
市
東
尾
道
、

宮
地
宏
治
社
長
）
は

宮
地
宏
治
社
長
）
は
９
日
、

福
山
市
東
深
津
町
の
備
後

福
山
市
東
深
津
町
の
備
後
地

域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ

域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

で
「
で
「
２
０
２
４

２
０
２
４
年
度
安
全

年
度
安
全
大

会
」
を
開
き
、
関
係
者

会
」
を
開
き
、
関
係
者
約
　7070

人
が
参
加
。「
安
全
は
全
て

人
が
参
加
。「
安
全
は
全
て
に

優
先
す
る
」
の
基
本
方
針

優
先
す
る
」
の
基
本
方
針
の

も
と
、
事
業
に
係
る
全
場

も
と
、
事
業
に
係
る
全
場
面

の
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
目

の
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
目
指

し
、
安
全
に
対
す
る
意
識

し
、
安
全
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
っ
た

高
揚
を
図
っ
た
。

冒
頭
、
宮
地
社
長
は
「

　
冒
頭
、
宮
地
社
長
は
「
昨

年
か
ら
特
に
大
き
な
事
故

年
か
ら
特
に
大
き
な
事
故
・

ケ
ガ
も
な
く
、
平
素
の
皆

ケ
ガ
も
な
く
、
平
素
の
皆
さ

ま
の
意
識
の
高
さ
の
賜
物

ま
の
意
識
の
高
さ
の
賜
物
」

と
感
謝
を
伝
え
た
。
た
だ

と
感
謝
を
伝
え
た
。
た
だ
、

景
況
感
に
つ
い
て
は
「
こ

景
況
感
に
つ
い
て
は
「
こ
こ

あいさつする宮地社長

意
思
疎
通
の
凡
事
徹
底
を

ミ

ヤ

ジ

場
に
取
り
入
れ
た
い
。
監

場
に
取
り
入
れ
た
い
。
監
督

署
の
取
り
組
み
や
他
社
の

署
の
取
り
組
み
や
他
社
の
対

策
や
工
夫
を
知
る
こ
と
が

策
や
工
夫
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
現
場
は
多
く
の
人

き
た
。
現
場
は
多
く
の
人
が

利
用
す
る
場
所
。
見
え
る

利
用
す
る
場
所
。
見
え
る
化

す
る
こ
と
で
危
険
を
取
り

す
る
こ
と
で
危
険
を
取
り
除

き
、
無
事
故
無
災
害
で
工

き
、
無
事
故
無
災
害
で
工
期

内
完
成
を
目
指
し
た
い
」

内
完
成
を
目
指
し
た
い
」
と

安
全
へ
の
決
意
を
新
た
に

安
全
へ
の
決
意
を
新
た
に
し

た
。同

工
事
は
呉
市
宝
町
地

　
同
工
事
は
呉
市
宝
町
地
先

の
呉
中
央
桟
橋
の
広
島
・

の
呉
中
央
桟
橋
の
広
島
・
呉

～
松
山
航
路
フ
ェ
リ
ー
岸

～
松
山
航
路
フ
ェ
リ
ー
岸
壁

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
旅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
旅
客

乗
降
施
設
の
整
備
と
岸
壁

乗
降
施
設
の
整
備
と
岸
壁
補

強
を
行
う
。
旅
客
乗
降
施

強
を
行
う
。
旅
客
乗
降
施
設

製
作
設
置
工
、
岸
壁
梁
補

製
作
設
置
工
、
岸
壁
梁
補
強

工
、
防
舷
材
移
設
工
、
電

工
、
防
舷
材
移
設
工
、
電
気

設
置
工
、
構
造
物
撤
去
、

設
置
工
、
構
造
物
撤
去
、
付

属
物
設
置
工
、
仮
設
工
。

属
物
設
置
工
、
仮
設
工
。
工

期
は
期
は
２
０
２
４

２
０
２
４
年
２
月
　
日
2727

～
　
年
３
月
　
日
。
現
場

日
。
現
場
は

2525

2727

７
月
２
日
現
在
で

日
現
在
で
１
２
１

１
２
１
６

時
間
の
無
災
害
を
継
続
し

時
間
の
無
災
害
を
継
続
し
て

い
る
い
る
。

対
策
、
危
険
予
知
や
周
辺

対
策
、
危
険
予
知
や
周
辺
環

境
に
配
慮
し
た
安
全
対
策

境
に
配
慮
し
た
安
全
対
策
の

実
施
状
況
を
視
察
し
た

実
施
状
況
を
視
察
し
た
。

視
察
を
終
え
て
、
同
署

　
視
察
を
終
え
て
、
同
署
の

荻
野
晃
啓
第
二
方
面
主
任

荻
野
晃
啓
第
二
方
面
主
任
は

「
作
業
員
一
人
ひ
と
り
が

「
作
業
員
一
人
ひ
と
り
が
声

掛
け
を
徹
底
し
て
い
る
。

掛
け
を
徹
底
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
現
場
は
重
機
で

の
よ
う
な
現
場
は
重
機
で
海

に
転
落
す
れ
ば
死
亡
事
故

に
転
落
す
れ
ば
死
亡
事
故
に

つ
な
が
る
。
海
に
落
ち
な

つ
な
が
る
。
海
に
落
ち
な
い

よ
う
に
目
印
を
す
る
な
ど

よ
う
に
目
印
を
す
る
な
ど
の

労
働
災
害
防
止
に
努
め
て

労
働
災
害
防
止
に
努
め
て
ほ

し
い
」
と
要
請
し
、
濱
井

し
い
」
と
要
請
し
、
濱
井
分

会
長
は
「
こ
れ
か
ら
暑
く

会
長
は
「
こ
れ
か
ら
暑
く
な

り
熱
中
症
な
ど
作
業
員
の

り
熱
中
症
な
ど
作
業
員
の
安

全
管
理
に
留
意
し
て
ほ

全
管
理
に
留
意
し
て
ほ
し

い
」
と
総
括
し
た

い
」
と
総
括
し
た
。

有
坂
工
事
所

　
有
坂
工
事
所
長
（
写
真
）

（
写
真
）

は
「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
後

は
「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
後
の

皆
さ
ん
の
意
見
は
す
ぐ
に

皆
さ
ん
の
意
見
は
す
ぐ
に
現

同
署
で
出
発
式
が
行
わ
れ

同
署
で
出
発
式
が
行
わ
れ
、

中
野
晃
義
副
署
長
が
「
建

中
野
晃
義
副
署
長
が
「
建
設

業
は
人
材
の
確
保
な
ど
の

業
は
人
材
の
確
保
な
ど
の
多

く
の
課
題
が
あ
る
の
が

く
の
課
題
が
あ
る
の
が
現

状
。
魅
力
あ
る
建
設
業
を

状
。
魅
力
あ
る
建
設
業
を
発

信
し
て
い
く
た
め
に
は
安

信
し
て
い
く
た
め
に
は
安
心

安
全
は
譲
れ
な
い
必
要
不

安
全
は
譲
れ
な
い
必
要
不
可

欠
な
も
の
と
な
る
。
ス
ロ

欠
な
も
の
と
な
る
。
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
も
あ
る
よ
う
に
『

ガ
ン
に
も
あ
る
よ
う
に
『
危

険
を
摘
み
取
る
』
と
い
う

険
を
摘
み
取
る
』
と
い
う
視

点
で
本
日
の
安
全
パ
ト
ロ

点
で
本
日
の
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
を
有
意
義
な
も
の
に
し

ル
を
有
意
義
な
も
の
に
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

そ
の
後
、
現
地
に
移
動
し

　
そ
の
後
、
現
地
に
移
動
し
、

現
場
事
務
所
で
は
大
新
土

現
場
事
務
所
で
は
大
新
土
木

の
有
坂
達
也
工
事
所
長
が

の
有
坂
達
也
工
事
所
長
が
工

事
概
要
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

事
概
要
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

安
全
活
動
状
況
と
し
て

安
全
活
動
状
況
と
し
て
７
月

は
第
は
第
３
者
災
害
の
防
止
、

者
災
害
の
防
止
、
墜

落
・
転
落
災
害
の
防
止
、

落
・
転
落
災
害
の
防
止
、
重

機
災
害
の
防
止
を
重
点
目

機
災
害
の
防
止
を
重
点
目
標

に
掲
げ
て
い
る
こ
と
を
説

に
掲
げ
て
い
る
こ
と
を
説
明

し
た
あ
と
、
作
業
が
進
む

し
た
あ
と
、
作
業
が
進
む
現

場
内
を
巡
回
し
、
墜
落
・

場
内
を
巡
回
し
、
墜
落
・
転

落
防
止
の
措
置
、
高
所
作
業

落
防
止
の
措
置
、
高
所
作
業
・

安
全
通
路
の
確
保
、
熱
中

安
全
通
路
の
確
保
、
熱
中
症

木
）
、
田
村
俊
朗
氏
（
田
村

木
）
、
田
村
俊
朗
氏
（
田
村
建

設
）
、
石
地
淳
一
氏
（
増
岡
組

設
）
、
石
地
淳
一
氏
（
増
岡
組
）

が
参
加
し
、
視
察
に
先
立
ち

が
参
加
し
、
視
察
に
先
立
ち
、

中
岡
祐
三
氏
（
大
之
木

中
岡
祐
三
氏
（
大
之
木
建

設
）
、
樫
野
祐
慈
氏
（
久
栄

設
）
、
樫
野
祐
慈
氏
（
久
栄
建

設
）
、
大
岡
誠
二
氏
（
大
新

設
）
、
大
岡
誠
二
氏
（
大
新
土

全
国
安
全
週
間
（

　
全
国
安
全
週
間
（
７
月
１

日
～
日
～
７
日
）
に
合
わ
せ
た

日
）
に
合
わ
せ
た
建

設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
広

島
県
支
部
呉
分
会
（
濱
井

島
県
支
部
呉
分
会
（
濱
井
雅

彦
分
会
長
）
と
呉
労
働
基

彦
分
会
長
）
と
呉
労
働
基
準

監
督
署
（
伊
藤
俊
哉
署
長

監
督
署
（
伊
藤
俊
哉
署
長
）

に
よ
る
工
事
現
場
の
安
全

に
よ
る
工
事
現
場
の
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
が

ト
ロ
ー
ル
が
３
日
、
呉
市

日
、
呉
市
宝

町
地
先
で
大
新
土
木
が
施

町
地
先
で
大
新
土
木
が
施
工

す
る
「
呉
中
央
フ
ェ
リ
ー

す
る
「
呉
中
央
フ
ェ
リ
ー
岸

壁
旅
客
乗
降
施
設
整
備

壁
旅
客
乗
降
施
設
整
備
工

事
」
の
現
場
で
行
わ
れ
、

事
」
の
現
場
で
行
わ
れ
、
作

業
員
ら
関
係
者
に
墜
落
・

業
員
ら
関
係
者
に
墜
落
・
転

落
災
害
の
防
止
や
熱
中
症

落
災
害
の
防
止
や
熱
中
症
対

策
の
徹
底
を
呼
び
か
け
た

策
の
徹
底
を
呼
び
か
け
た
。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は

　
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、

濱
井
分
会
長
（
三
栄
建
設
）

濱
井
分
会
長
（
三
栄
建
設
）
、

岡
本
弘
之
理
事
（
岡
本
組
）

岡
本
弘
之
理
事
（
岡
本
組
）
、

下
本
生
豪
理
事
（
平
田
組

下
本
生
豪
理
事
（
平
田
組
）

を
は
じ
め
、
安
全
指
導
員

を
は
じ
め
、
安
全
指
導
員
の

呉
労
基
署
と
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

建
災
防
広
島
県
支
部
呉
分
会

安全パトのもよう

催
し
、
実
会
場
で
約

催
し
、
実
会
場
で
約
５
１
５
１
０

０
人
を
動
員
、
講
演
動
画

人
を
動
員
、
講
演
動
画
視

聴
が
約

聴
が
約
１
万
４
７
０
０

４
７
０
０
回
と

な
っ
た
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

な
っ
た
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
の
補
修
・
補
強
フ
ォ

造
物
の
補
修
・
補
強
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
の
開
催
結
果
な
ど

ラ
ム
」
の
開
催
結
果
な
ど
に

つ
い
て
説
明

つ
い
て
説
明
。

ま
た
、
後
半
の
年
次
活

　
ま
た
、
後
半
の
年
次
活
動

報
告
会
で
徳
納
会
長
（
福

報
告
会
で
徳
納
会
長
（
福
徳

技
研
）
は
、
建
設
業
が
維

技
研
）
は
、
建
設
業
が
維
持

管
理
及
び
脱
炭
素
社
会
へ

管
理
及
び
脱
炭
素
社
会
へ
の

対
応
と
い
っ
た
転
換
期
を

対
応
と
い
っ
た
転
換
期
を
迎

え
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に

え
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
、

「
わ
れ
わ
れ
は
常
に
時
代

「
わ
れ
わ
れ
は
常
に
時
代
の

変
化
に
敏
感
に
対
応
し
、

変
化
に
敏
感
に
対
応
し
、
技

術
を
高
め
て
社
会
イ
ン
フ

術
を
高
め
て
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
管
理
へ
の
貢
献
を

の
維
持
管
理
へ
の
貢
献
を
目

指
す
。
と
も
に
技
術
を
磨
き

指
す
。
と
も
に
技
術
を
磨
き
、

持
続
可
能
な
社
会
構
築
に

持
続
可
能
な
社
会
構
築
に
貢

献
し
よ
う
」
と
決
意
表
明
し

献
し
よ
う
」
と
決
意
表
明
し
、

峯
松
昇
司
副
会
長
（
井
上

峯
松
昇
司
副
会
長
（
井
上
建

設
）
は
、
先
日
開
か
れ
た

設
）
は
、
先
日
開
か
れ
た
第

　
回
総
会
で
の
決
議
内
容

回
総
会
で
の
決
議
内
容
な

1414ど
を
報
告
し
た

ど
を
報
告
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
京
都
大
学

　
こ
の
ほ
か
、
京
都
大
学
名

誉
教
授
の
宮
川
豊
章
氏
は

誉
教
授
の
宮
川
豊
章
氏
は
、

特
別
講
演
「
コ
ン
ク
リ
ー

特
別
講
演
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
補
修
・
補
強
で
持
続
可

の
補
修
・
補
強
で
持
続
可
能

な
未
来
を
」
の
中
で
、
塩

な
未
来
を
」
の
中
で
、
塩
害

や
ア
ル
カ
リ
シ
リ
カ
反
応

や
ア
ル
カ
リ
シ
リ
カ
反
応
、

グ
ラ
ウ
ト
問
題
に
つ
い
て

グ
ラ
ウ
ト
問
題
に
つ
い
て
の

所
見
を
披
露
し
た

所
見
を
披
露
し
た
。

（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
）
の
年
次
大
会
等

（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
）
の
年
次
大
会
等
に

合
わ
せ
て
毎
年
開
い
て
い

合
わ
せ
て
毎
年
開
い
て
い
る

も
の
。
昨
年
は
福
岡
市
で

も
の
。
昨
年
は
福
岡
市
で
開

催
し
た

催
し
た
。

前
半
の
技
術
広
報
委
員

　
前
半
の
技
術
広
報
委
員
会

の
活
動
報
告
で
は
、
十
河

の
活
動
報
告
で
は
、
十
河
茂

幸
顧
問
（
近
未
来
コ
ン
ク

幸
顧
問
（
近
未
来
コ
ン
ク
リ

ー
ト
研
究
会
）
が
特
別
講

ー
ト
研
究
会
）
が
特
別
講
演

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
資

格
取
得
の
ス
ス
メ
」
と
題
し

格
取
得
の
ス
ス
メ
」
と
題
し
、

診
断
士
資
格
の
現
状
、
取

診
断
士
資
格
の
現
状
、
取
得

方
法
に
つ
い
て
説
い
た

方
法
に
つ
い
て
説
い
た
ほ

か
、
江
良
和
徳
技
術
委
員

か
、
江
良
和
徳
技
術
委
員
長

は
昨
年
度
全

は
昨
年
度
全
国
　
カ
所
で
開

カ
所
で
開

1616

会
（
徳
納
剛
会
長
）
の
年

会
（
徳
納
剛
会
長
）
の
年
次

活
動
報
告
会
が

活
動
報
告
会
が
６
月
　
日
に
日
に

2727

松
山
市
で
開
か
れ
、

松
山
市
で
開
か
れ
、
約
　
人
6060

が
出
席
。
現
在
開
催
中
の

が
出
席
。
現
在
開
催
中
の
全

国
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
状
況
な

国
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
状
況
な
ど

を
報
告
し
た
ほ
か
、
懇
親

を
報
告
し
た
ほ
か
、
懇
親
会

で
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

で
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
協

会
員
が
活
発
な
情
報
交
換

会
員
が
活
発
な
情
報
交
換
、

意
見
交
換
を
行
う
な
ど
親

意
見
交
換
を
行
う
な
ど
親
睦

を
深
め
た

を
深
め
た
。

年
次
報
告
会
は
、
総
会

　
年
次
報
告
会
は
、
総
会
へ

の
出
席
が
難
し
い
全
国
各

の
出
席
が
難
し
い
全
国
各
地

の
会
員
へ
の
配
慮
か
ら
、

の
会
員
へ
の
配
慮
か
ら
、
日

本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学

本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会

亜
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
に
よ

　
亜
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
に
よ
る

「
リ
ハ
ビ
リ
工
法
」
な
ど
、

「
リ
ハ
ビ
リ
工
法
」
な
ど
、
適

切
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修

切
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修
技

術
に
取
り
組
ん
で
い
る
コ

術
に
取
り
組
ん
で
い
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協

徳
納
会
長

松山市で年次報告会
全国の協会員約60人が情報交換

コンクリートメンテナンス協会

さ
つ
し
た

さ
つ
し
た
。

続
い
て
、
各
部
門
長
の

　
続
い
て
、
各
部
門
長
の
報

告
の
後
、
能
登
災
害
派
遣

告
の
後
、
能
登
災
害
派
遣
メ

ン
バ
ー
の
特
別
表
彰
、
工

ン
バ
ー
の
特
別
表
彰
、
工
事

部
・
環
境
部
・
優
秀
運
転

部
・
環
境
部
・
優
秀
運
転
手

の
安
全
表
彰
が
行
わ
れ
た

の
安
全
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
安
全
標
語
の

　
最
後
に
、
安
全
標
語
の
発

表
と
安
全
宣
言
が
行
わ
れ

表
と
安
全
宣
言
が
行
わ
れ
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
る
無

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
る
無
事

故
無
災
害
に
邁
進
す
る
こ

故
無
災
害
に
邁
進
す
る
こ
と

を
再
確
認
し
た

を
再
確
認
し
た
。

も
、
軽
微
な
事
故
が
起
き

も
、
軽
微
な
事
故
が
起
き
て

い
る
。
安
全
と
と
も
に
健

い
る
。
安
全
と
と
も
に
健
康

面
に
も
気
を
配
り
な
が
ら

面
に
も
気
を
配
り
な
が
ら
、

労
働
災
害
や
交
通
事
故
を

労
働
災
害
や
交
通
事
故
を
減

ら
し
、
安
全
で
安
心
し
て

ら
し
、
安
全
で
安
心
し
て
働

く
こ
と
の
で
き
る
職
場
環

く
こ
と
の
で
き
る
職
場
環
境

を
築
い
て
ほ
し
い
」
と
あ

を
築
い
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

丸
伸
企
業
（
金
島
聖
貴

　
丸
伸
企
業
（
金
島
聖
貴
社

長
）
は

長
）
は
６
月
　
日
、
広
島

日
、
広
島
市

3030

南
区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ

南
区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

ア
広
島
で

ア
広
島
で
２
０
２
４

２
０
２
４
年
度
年
度
安

全
大
会
を
開
催
し
た

全
大
会
を
開
催
し
た
。　

人
5050

余
が
参
加
し
、
今
年
度
の

余
が
参
加
し
、
今
年
度
の
安

全
標
語
に
選
ば
れ
た
「
『
ま

全
標
語
に
選
ば
れ
た
「
『
ま
ぁ

い
い
か
』
ゆ
る
む
心
に
潜

い
い
か
』
ゆ
る
む
心
に
潜
む

事
故
事
故
 手
順
守
っ
て
安
全

手
順
守
っ
て
安
全
作

業
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
災

業
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
災
害

ゼ
ロ
を
誓
い
合
っ
た

ゼ
ロ
を
誓
い
合
っ
た
。

開
会
に
当
た
り
金
島
社

　
開
会
に
当
た
り
金
島
社
長

は
、「
順
調
な
受
注
の
お
か

は
、「
順
調
な
受
注
の
お
か
げ

で
仕
事
量
は
増
え
、
売
り

で
仕
事
量
は
増
え
、
売
り
上

げ
も
　

億
円
を
突
破
し

億
円
を
突
破
し
た

2020

が
、
人
件
費
や
資
材
の
高

が
、
人
件
費
や
資
材
の
高
騰

な
ど
厳
し
い
環
境
が
続
い

な
ど
厳
し
い
環
境
が
続
い
て

い
る
。
労
働
災
害
に
つ
い

い
る
。
労
働
災
害
に
つ
い
て

あいさつする金島社長

手
順
守
り
安
全
作
業
を

丸
伸
企
業

同
社
で
は
、
重
点
施
策

　
同
社
で
は
、
重
点
施
策
と

し
て
「
安
全
衛
生
管
理
体

し
て
「
安
全
衛
生
管
理
体
制

の
確
立
（
安
全
衛
生
計
画

の
確
立
（
安
全
衛
生
計
画
の

策
定
、
事
業
所
安
全
担
当

策
定
、
事
業
所
安
全
担
当
者

に
よ
る
構
内
巡
視
の
徹
底
）

に
よ
る
構
内
巡
視
の
徹
底
）
」

「
安
全
衛
生
教
育
の
実
施
（

「
安
全
衛
生
教
育
の
実
施
（
安

全
大
会
の
実
施
、
技
能
講

全
大
会
の
実
施
、
技
能
講
習

等
に
よ
る
法
定
資
格
者
の

等
に
よ
る
法
定
資
格
者
の
確

保
、
ヒ
ヤ
リ
事
例
・
災
害

保
、
ヒ
ヤ
リ
事
例
・
災
害
事

例
の
周
知
）
」
「
現
場
及
び

例
の
周
知
）
」
「
現
場
及
び
職

場
に
お
け
る
安
全
衛
生
計

場
に
お
け
る
安
全
衛
生
計
画

の
実
施
と
作
業
環
境
の
確

の
実
施
と
作
業
環
境
の
確
保

（
作
業
標
準
・
標
準
施
工
計

（
作
業
標
準
・
標
準
施
工
計
画

書
の
作
成
、
保
護
具
使
用

書
の
作
成
、
保
護
具
使
用
の

励
行
、
作
業
に
適
し
た
服

励
行
、
作
業
に
適
し
た
服
装

の
励
行
、
車
両
・
機
械
工

の
励
行
、
車
両
・
機
械
工
具

の
作
業
前
点
検
の
励
行
、

の
作
業
前
点
検
の
励
行
、
職

場
環
境
の
整
備
）
」
「
健
康

場
環
境
の
整
備
）
」
「
健
康
管

理
の
徹
底
（
定
期
健
康
診

理
の
徹
底
（
定
期
健
康
診
断

の
完
全
実
施
、
私
傷
病
減

の
完
全
実
施
、
私
傷
病
減
少

対
策
の
検
討
と
啓
蒙
活
動
）

対
策
の
検
討
と
啓
蒙
活
動
）
」

「
協
力
会
社
に
対
す
る
啓

「
協
力
会
社
に
対
す
る
啓
蒙

活
動
（
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

活
動
（
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、

施
工
と
き
わ
会
の
実
施
）

施
工
と
き
わ
会
の
実
施
）
」

「
交
通
安
全
の
啓
蒙
活
動
」

「
交
通
安
全
の
啓
蒙
活
動
」
に

取
り
組
む
方
針

取
り
組
む
方
針
。

参
加
資
格
＝
機
械
器
具

　
参
加
資
格
＝
機
械
器
具
設

置
工
事
に
認
定
さ
れ
、
市

置
工
事
に
認
定
さ
れ
、
市
内

に
本
店
ま
た
は
支
店
を
有

に
本
店
ま
た
は
支
店
を
有
す

る
こ
と

る
こ
と
。　

年
度
以
降
に

年
度
以
降
に
元

0909

請
と
し
て
完
成
・
引
き
渡

請
と
し
て
完
成
・
引
き
渡
し

が
完
了
し
た
下
水
道
法
上

が
完
了
し
た
下
水
道
法
上
の

終
末
処
理
場
に
お
い
て
担

終
末
処
理
場
に
お
い
て
担
体

を
含
ん
だ
水
処
理
設
備
の

を
含
ん
だ
水
処
理
設
備
の
新

設
ま
た
は
更
新
を
行
っ
た

設
ま
た
は
更
新
を
行
っ
た
工

事
の
施
工
実
績
―
な

事
の
施
工
実
績
―
な
ど

工
期

　
工
期
＝
　
年
３
月
　
日

2727

1515

送
路
設
備
及
び
県
外
波
受

送
路
設
備
及
び
県
外
波
受
信

点
設
備
設
置
工
事
。
機
械

点
設
備
設
置
工
事
。
機
械
設

置
（
ヘ
ッ
ド
エ
ン
ド
装
置

置
（
ヘ
ッ
ド
エ
ン
ド
装
置
設

置
・
調
整
一
式
）
、
伝
送

置
・
調
整
一
式
）
、
伝
送
路

設
備
（
光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設

設
備
（
光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
約

６
灼
、
ク
ロ
ー
ジ
ャ
取
付

、
ク
ロ
ー
ジ
ャ
取
付
６

台
）
、
県
外
波
受
信
点
設

台
）
、
県
外
波
受
信
点
設
備

設
置
（
受
信
点
設
備
設
置

設
置
（
受
信
点
設
備
設
置
・

調
整
一
式
、
光
ケ
ー
ブ
ル

調
整
一
式
、
光
ケ
ー
ブ
ル
敷

設
約
設
約
３
灼
、
ク
ロ
ー
ジ
ャ

、
ク
ロ
ー
ジ
ャ
取

付
５
台
）

工
期

　
工
期
＝
　
年
３
月
　
日

2525

2424

整
備
（
放
送
系
・
通
信
系

整
備
（
放
送
系
・
通
信
系
）

の
整
備
及
び
伝
送
路
設
備

の
整
備
及
び
伝
送
路
設
備
整

備
の
施
工
実
績
を
有
す
る

備
の
施
工
実
績
を
有
す
る
―

な
ど
な
ど
。

Ｊ
Ｖ
の
構
成
員
は
、
萩

　
Ｊ
Ｖ
の
構
成
員
は
、
萩
市

に
本
店
ま
た
は
契
約
締
結

に
本
店
ま
た
は
契
約
締
結
権

を
有
す
る
支
店
な
ど
を

を
有
す
る
支
店
な
ど
を
有

し
、
同

し
、
同
６
５
０

６
５
０
点
以
上
で

点
以
上
で
、

伝
送
路
設
備
工
事
の
施
工

伝
送
路
設
備
工
事
の
施
工
実

績
を
有
す
る
―
な

績
を
有
す
る
―
な
ど

工
事
場
所
＝
南
東
部
地

　
工
事
場
所
＝
南
東
部
地
区

（
旭
地
域
）
地

（
旭
地
域
）
地
内

工
事
概
要
＝
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ

　
工
事
概
要
＝
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
伝

に
耐
震
性
能
を
有
し
た
ダ

に
耐
震
性
能
を
有
し
た
ダ
ク

タ
イ
ル
鋳
鉄
管
の
布
設
。

タ
イ
ル
鋳
鉄
管
の
布
設
。
送

水
管
Ｄ
Ｉ
Ｐ
―
Ｇ
Ｘ
φ

水
管
Ｄ
Ｉ
Ｐ
―
Ｇ
Ｘ
φ
３
５

０
Ｌ
１
７
９

１
７
９
ｍ
、
配
水
管

ｍ
、
配
水
管
Ｄ

Ｉ
Ｐ
―
Ｎ
Ｓ
φ

Ｉ
Ｐ
―
Ｎ
Ｓ
φ
５
０
０

５
０
０
Ｌ
１

１
１
１
１
ｍ
、
排
水
管
Ｄ
Ｉ
Ｐ

ｍ
、
排
水
管
Ｄ
Ｉ
Ｐ
―

Ｇ
Ｘ
φ

Ｇ
Ｘ
φ
２
５
０

２
５
０
Ｌ
１
１
０

１
１
０
ｍ

工
期

　
工
期
＝
　
年
　
月
下
旬

月
下
旬

2525

1212

　
「
萩
市
南
東
部
地
区
（

「
萩
市
南
東
部
地
区
（
旭

地
域
）
地
域
ケ
ー
ブ
ル
テ

地
域
）
地
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
」

参
加
資
格
＝
単
体
企
業

　
参
加
資
格
＝
単
体
企
業
ま

た
は
た
は
２
社
構
成
の
Ｊ
Ｖ
（

社
構
成
の
Ｊ
Ｖ
（
出

資
比
資
比
率
　
％
以
上
）
と
し

％
以
上
）
と
し
、

3030

単
体
企
業
及
び
Ｊ
Ｖ
の
代

単
体
企
業
及
び
Ｊ
Ｖ
の
代
表

構
成
員
は
特
定
建
設
業

構
成
員
は
特
定
建
設
業
者

で
、
山
口
県
、
広
島
県
ま

で
、
山
口
県
、
広
島
県
ま
た

は
福
岡
県
内
に
本
店
ま
た

は
福
岡
県
内
に
本
店
ま
た
は

契
約
締
結
権
を
有
す
る
支

契
約
締
結
権
を
有
す
る
支
店

な
ど
を
有
す
る
。
最
新
の

な
ど
を
有
す
る
。
最
新
の
総

合
評
定
値
が
電
気
通
信
工

合
評
定
値
が
電
気
通
信
工
事

１
２
０
０

１
２
０
０
点
以
上
で
あ
る

点
以
上
で
あ
る
。

過
去
　
年
以
内
に
、
元
請

年
以
内
に
、
元
請
ま

1010

た
は
Ｊ
Ｖ
（
出
資
比

た
は
Ｊ
Ｖ
（
出
資
比
率
　
％
3030

以
上
）
と
し
て
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ

以
上
）
と
し
て
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
整

備
事
業
に
お
け
る
セ
ン
タ

備
事
業
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー

企
業
に
お
け
る
情
報
セ
キ

企
業
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
動
向
と
対
策
の

リ
テ
ィ
の
動
向
と
対
策
の
実

践
方
法
』
。
情
報
処
理
推

践
方
法
』
。
情
報
処
理
推
進

機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
の
小
山

機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
の
小
山
祐

平
氏
が
講
師
を
務
め
、
情

平
氏
が
講
師
を
務
め
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
進

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
進
め

る
上
で
参
考
と
な
る
「
情

る
上
で
参
考
と
な
る
「
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
　
大
脅
威

大
脅
威
２

1010

０
２
４

０
２
４
」
や
「
中
小
企
業

」
や
「
中
小
企
業
の

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
ほ
か
、

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
ほ
か
、
Ｉ

Ｐ
Ａ
が
提
供
す
る
支
援
制

Ｐ
Ａ
が
提
供
す
る
支
援
制
度

を
紹
介
す
る

を
紹
介
す
る
。

時
間
は
質
疑
応
答
な
ど

　
時
間
は
質
疑
応
答
な
ど
を

含
め
、
午
後

含
め
、
午
後
４
時
か
ら

時
か
ら
５
時

半
ま
で

半
ま
で
。

は
無
料

は
無
料
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
対
面
集

　
セ
ミ
ナ
ー
は
、
対
面
集
合

方
式
で
開
催
さ
れ
る
東
京

方
式
で
開
催
さ
れ
る
東
京
会

場
で
の
講
座
を
、
広
島
会

場
で
の
講
座
を
、
広
島
会
場

に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信

に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
す

る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
と
な
る

る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
と
な
る
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
中

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
『
中
小

日
本
測
量
協
会
中
国
支

　
日
本
測
量
協
会
中
国
支
部

は
９
月
　
日
、
「
地
理
空

日
、
「
地
理
空
間

1919

情
報
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
セ
ミ

情
報
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ

ー
」
を
広
島
市
中
区
の
広

ー
」
を
広
島
市
中
区
の
広
島

県
情
報
プ
ラ
ザ
で
開
く
。

県
情
報
プ
ラ
ザ
で
開
く
。
共

催
は
ス
ペ
ー
シ
ャ
リ
ス
ト

催
は
ス
ペ
ー
シ
ャ
リ
ス
ト
の

会
中
四
国
支
部
で
、
参
加

会
中
四
国
支
部
で
、
参
加
費

9
月
㮇
日
に
広
島
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習

19

日 測 協
中国支部

中
小
企
業
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

神
戸
税

　
神
戸
税
関

は
、
一
般

は
、
一
般
競

争
で
「
神

争
で
「
神
戸

税
関
広
島

税
関
広
島
税

関
支
署
照

関
支
署
照
明

器
具
改
修

器
具
改
修
工

事
」
を
公

事
」
を
公
告

し
た
。
証

し
た
。
証
明

書
は
書
は
７
月
　2525

日
ま
で
受

日
ま
で
受
け

付
け
、
開

付
け
、
開
札

は
同
　
日
に

26

行
う
行
う
。

参
加
資

　
参
加
資
格

は
、
財
務

は
、
財
務
省

の
業
種
区
分
で
「
電
気

の
業
種
区
分
で
「
電
気
工

事
」
の
Ａ
ま
た
は
Ｂ
等
級

事
」
の
Ａ
ま
た
は
Ｂ
等
級
に

格
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
―

格
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
―
な

ど
。工

事
場
所
は
広
島
市
南

　
工
事
場
所
は
広
島
市
南
区

宇
品
海
岸
。
事
務
室
な
ど

宇
品
海
岸
。
事
務
室
な
ど
の

照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行

う
も
の
で
、
工
期

う
も
の
で
、
工
期
は
　
月
　

1212

2727

日
ま
で

日
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
先
は
総
務

　
問
い
合
わ
せ
先
は
総
務
部

会
計
課
営
繕
係
（
電
話

会
計
課
営
繕
係
（
電
話
０
７

８
―
３
３
３

３
３
３
―
３
０
２
１

３
０
２
１
）
。

証明書は25日まで受付神
戸
税
関 広島税関支署照明器具改修

る
。問

い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
は

同
支
部
（
電
話

同
支
部
（
電
話
０
８
２

０
８
２
―
５

４
４
４
４
―
６
６
４
７

６
６
４
７
）
ま
で

）
ま
で
。

受
講
者
に
は
測
量
Ｃ
Ｐ

　
受
講
者
に
は
測
量
Ｃ
Ｐ
Ｄ

を
１
ポ
イ
ン
ト
発
行
。
申

ポ
イ
ン
ト
発
行
。
申
し

込
み
は

込
み
は
９
月
５
日
ま
で
メ

日
ま
で
メ
ー

ル
で
受
け
付
け
る
が
、
定

ル
で
受
け
付
け
る
が
、
定
員

　
人
に
な
り
次
第
締
め

人
に
な
り
次
第
締
め
切

1515

鳥取県土
事 務 所

入
札
書
類
㮇
日
か
ら

25

神
馬
川
砂
防
災
害
復
旧

2255日日かから入札ら入札書書
加茂川河川災害復旧

鳥取県中部総合

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

申込書25日まで受付
西高屋駅前ほか内外壁塗装

日本郵便中国支社

　
　

（2）（第三種郵便物認可） 2024年（令和6年）7月12日（金曜日）


